
 
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
法
及
び
公
立
養
護
学
校
整
備
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案 

参
照
条
文 

 

○ 

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
三
百
三
号
）
（
抄
） 

（
こ
の
法
律
の
目
的
）  

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
義
務
教
育
に
つ
い
て
、
義
務
教
育
無
償
の
原
則
に
則
り
、
国
民
の
す
べ
て
に
対
し
そ
の
妥
当
な
規
模
と
内
容
と
を
保
障
す
る
た
め
、
国
が
必
要
な

経
費
を
負
担
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教
育
の
機
会
均
等
と
そ
の
水
準
の
維
持
向
上
と
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 

○ 

公
立
養
護
学
校
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
（
抄
） 

（
目
的
）  

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
養
護
学
校
に
お
け
る
義
務
教
育
の
す
み
や
か
な
実
施
を
目
標
と
し
て
公
立
の
養
護
学
校
の
設
置
を
促
進
し
、
か
つ
、
当
該
学
校
に
お
け
る
教
育
の

充
実
を
図
る
た
め
、
当
該
学
校
の
建
物
の
建
築
、
教
職
員
の
給
料
そ
の
他
の
給
与
等
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
の
国
及
び
都
道
府
県
の
費
用
負
担
そ
の
他
必
要
な
事
項
に

関
し
特
別
の
措
置
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 

○ 

市
町
村
立
学
校
職
員
給
与
負
担
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
五
号
）
（
抄
） 

第
一
条 

市
（
特
別
区
を
含
む
。
）
町
村
立
の
小
学
校
、
中
学
校
、
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
、
盲
学
校
、
聾ろう
学
校
及
び
養
護
学
校
の
校
長
（
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課

程
に
あ
つ
て
は
、
当
該
課
程
の
属
す
る
中
等
教
育
学
校
の
校
長
と
す
る
。
）
、
教
頭
、
教
諭
、
養
護
教
諭
、
助
教
諭
、
養
護
助
教
諭
、
寄
宿
舎
指
導
員
、
講
師
（
常
勤
の

者
及
び
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
者
に
限
る
。
）
、
学
校
栄
養
職

員
（
学
校
給
食
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
五
条
の
三
に
規
定
す
る
職
員
を
い
い
、
同
法
第
五
条
の
二
に
規
定
す
る
施
設
の
当
該
職
員
を
含
む
。
以
下
同

じ
。
）
及
び
事
務
職
員
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
百
七
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
吏
員
に
相
当
す
る
者
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
者
と
し
て

公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数
の
標
準
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
二
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
者
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
の
給
料
、
扶
養
手
当
、
調
整
手
当
、
住
居
手
当
、
初
任
給
調
整
手
当
、
通
勤
手
当
、
単
身
赴
任
手
当
、
特
殊
勤
務
手
当
、
特
地
勤
務
手
当
（
こ
れ
に
準
ず
る

手
当
を
含
む
。
）
、
へ
き
地
手
当
（
こ
れ
に
準
ず
る
手
当
を
含
む
。
）
、
時
間
外
勤
務
手
当
（
学
校
栄
養
職
員
及
び
事
務
職
員
に
係
る
も
の
と
す
る
。
）
、
宿
日
直
手
当



、
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
、
管
理
職
手
当
、
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
、
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
、
寒
冷
地
手
当
、
特
定
任
期
付
職
員
業
績
手
当
、
退
職
手
当
、
退

職
年
金
及
び
退
職
一
時
金
並
び
に
旅
費
（
以
下
「
給
料
そ
の
他
の
給
与
」
と
い
う
。
）
並
び
に
定
時
制
通
信
教
育
手
当
（
中
等
教
育
学
校
の
校
長
に
係
る
も
の
と
す
る
。

）
並
び
に
講
師
（
同
法
第
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
非
常
勤
の
講
師
に
限
る
。
）
の
報
酬
及
び
職
務
を
行
う
た
め
に
要
す
る
費
用
の
弁
償
（
次
条
に
お
い
て
「
報
酬
等

」
と
い
う
。
）
は
、
都
道
府
県
の
負
担
と
す
る
。 

 

○
児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
（
抄
） 

（
児
童
手
当
に
要
す
る
費
用
の
負
担
）  

第
十
八
条 

被
用
者
（
第
二
十
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
が
保
険
料
又
は
掛
金
を
負
担
し
、
又
は
納
付
す
る
義
務
を
負
う
被
保
険
者
、
加
入
者
、
組
合
員
又
は
団
体
組
合

員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
対
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
は
、
そ
の
十
分
の
七
に
相
当
す
る
額
を
同
項
に
規
定
す
る
拠
出
金
を
も
つ
て
充
て
、
そ
の
十
分

の
二
に
相
当
す
る
額
を
国
庫
が
負
担
し
、
そ
の
十
分
の
〇
・
五
に
相
当
す
る
額
を
都
道
府
県
及
び
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
負
担
す
る
。  

２ 

被
用
者
等
で
な
い
者
（
被
用
者
又
は
公
務
員
で
な
い
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
対
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
は
、
そ
の
六
分
の
四
に
相
当
す
る
額
を

国
庫
が
負
担
し
、
そ
の
六
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
都
道
府
県
及
び
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
負
担
す
る
。  

３ 

次
に
掲
げ
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
者
が
負
担
す
る
。  

一 

各
省
各
庁
の
長
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
が
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
つ
て
読
み
替
え
ら
れ
る
第
七
条
の
認
定
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
単
に
「
認
定
」
と
い
う
。

）
を
し
た
国
家
公
務
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用 
国  

二 

都
道
府
県
知
事
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
が
認
定
を
し
た
地
方
公
務
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用 

当
該
都
道
府
県  

三 

市
町
村
長
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
が
認
定
を
し
た
地
方
公
務
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用 

当
該
市
町
村  

４ 

国
庫
は
、
毎
年
度
、
予
算
の
範
囲
内
で
、
児
童
手
当
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
を
負
担
す
る
。  

５ 

第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
費
用
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
請
求
を
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
そ
の
年
又
は
翌
年
の
五
月

ま
で
の
間
（
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
年
の
六
月
か
ら
翌
年
の
五
月
ま
で
の
間
）
は
、
当
該
認
定
の
請
求
を
し
た
際
（
第

二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
に
あ
つ
て
は
、
六
月
一
日
）
に
お
け
る
被
用
者
又
は
被
用
者
等
で
な
い
者
の
区
分
に
よ
る
。  

 



○
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
（
抄
） 
第
五
十
一
条
の
十 

同
一
の
設
置
者
が
設
置
す
る
中
学
校
及
び
高
等
学
校
に
お
い
て
は
、
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
中
等
教
育
学
校
に
準
じ
て
、
中
学
校

に
お
け
る
教
育
と
高
等
学
校
に
お
け
る
教
育
を
一
貫
し
て
施
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 

○
学
校
給
食
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
号
）
（
抄
） 

（
二
以
上
の
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
校
給
食
の
実
施
に
必
要
な
施
設
）  

第
五
条
の
二 

義
務
教
育
諸
学
校
の
設
置
者
は
、
そ
の
設
置
す
る
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
校
給
食
を
実
施
す
る
た
め
の
施
設
と
し
て
、
二
以
上
の
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
校

給
食
の
実
施
に
必
要
な
施
設
（
次
条
に
お
い
て
「
共
同
調
理
場
」
と
い
う
。
）
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 


